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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学におけるエクスターンシップが、理工系学生の21世紀型スキルの獲得
と外国語習得に及ぼす効果を検証した。研究代表者の大学は平成26年から米国の航空機製造企業の主催するエク
スターンシップに参加してきた。遠隔授業による英語での航空宇宙産業に関する講義を受け、合同研究発表会を
行う。エクスターンシップを通じて英語をツールとして使うことで英語能力が向上し、グローバルなエンジニア
になるという意識が高まると考え、エクスターンシップが21世紀型スキルの育成と外国語習得に与える効果を測
定し、カリキュラムでの活用法を探ると共に、21世紀スキルと外国語スキルを包括したアセスメント方法を検証
した。 

研究成果の概要（英文）：This study explored the effects of externship experiences at an engineering 
college leading to the acquisition of the 21st century skills and English. The institution to which 
the researchers belong has participated in the externship program offered by the Boeing Japan since 
2014. The participants of the externship learn issues related to aero-space industry through the 
lectures by Boeing Japan, conduct a research to solve some of the problems and present the results 
annually. The externship is expected to improve the participating students’ English proficiency and
 to motivate them to become global engineers. The study aimed to evaluate its effect toward the 
participants’ English and the 21st century skills.

研究分野： Second language education
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究代表者らはグローバル人材育成には、専門分野で外国語を駆使する能力と、国際企業における異文化間の協
働能力を伸ばす必要があると考える。教育的な意義としては1年次からグローバルエンジニア育成に向けた英語
と専門教育を統合したカリキュラム構築のモデルケースとなることである。
学術的な意義には、第二言語習得の観点から国際企業エクスターンシップの効果を質的・量的に測ることで、一
面的スキルのみに限らない、新たなアセスメントと教授法を提案できることである。さらに、エンジニア教育の
側面から新しいスキル重視の外国語習得の例を示すこともできる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

複雑化していく仕事や社会の変化に合わせ、21 世紀を生きるための新たなスキルが提案され
ている。アメリカでは、人生やキャリアのスキル、学習と創造のためのスキル、テクノロジーを
活用するスキル（P21 Partnership for 21st Century Learning 2009; 図１）を、OECD ではコミュニケ
―ションのためのテクノロジーの使用、異文化との協働、人生への責任と自律を挙げている
（DeSeCo 2012）。 

 21 世紀のエンジニアに求められる能力をまとめると、大きく五つに分類される(Riemer 2007; 

Fisher ら 2017; Samavedham & Raqupathi 2012）：(1) 分野を超えて協働するコラボレーション能
力、(2) 異文化を理解し、対応できる能力、(3) 複雑な交渉などを遂行する社会的な能力、(4) 問
題を発見し、解決方法を導き出し、それをわかりやすい言葉で内外に発信・説明する能力、(5) 

変化し続けるテクノロジーを活用する能力である。以上のスキルを伸ばすため現在では問題解
決型教育やインターンシップの重要性が強調されている。これら 21 世紀型スキルを目指した教
育の重要性に加えて、グローバル社会に対応できるエンジニアの育成には外国語能力の育成も
不可欠である (Riemer, 2007)。研究代表者らはグローバル人材育成には、専門分野で外国語を駆
使する能力と、国際企業における異文化間の協働能力を伸ばす必要があると考える。 

学生が在学中に企業で就労体験ができるインターンシップの意義として、「キャリア教育・専
門教育としての意義、教育内容・方法の改善・充実、高い職業意識の育成、自主性・独創性のあ
る人材の育成」などがある（文部科学省 2015）。エクスターンシップは在学中に企業と連携し
て行う研究活動で、米国の某航空機製造会社は「メーカーを理解すると共に異文化環境における
就労体験の機会として（HP 参照）」平成 26 年から実施している。エクスターンシップは毎年 4

月に開始し、5 回のシアトル-日本間または東京本社と各大学間で同時オンライン講義を経て、9

月のセミナーで全大学が合同で研究の結果を発表している。 

これらを踏まえ、本研究の本質的な問いを以下の 2 点とする：(1) 外国の求めるグローバル人
材とはどういうものか、(2)エンジニアが国際社会で活躍するために必要な 21 世紀型・言語的ス
キルは何か。 
 

 

２．研究の目的 

本研究は、大学におけるエクスターンシップが、理工系学生の 21 世紀型スキルの獲得と外国
語習得に及ぼす効果を検証する。5 か月間のエクスターンシップでは、遠隔授業によって英語で
航空宇宙産業に関するレクチャーを受け、合同研究発表会を行う。エクスターンシップを行う上
での最大のハードルは学生の英語運用力であるが、研究代表者たちはエクスターンシップを通
じて英語をツールとして使うことで英語能力が向上し、グローバルなエンジニアになるという
意識が高まると考える。本研究では、エクスターンシップが 21 世紀型スキルの育成と外国語習
得に与える効果を測定し、カリキュラムでの活用法を探ると共に、21 世紀スキルと外国語スキ
ルを包括したアセスメント方法を検証した。 
 

 

３．研究の方法 

初年度はグローバル人材に求められる資質を探るため、研究者らはエクスターンシップを実
施している米国の航空機製造企業にて視察を行い、企業での就業状況を調査する。エクスターン
シップの利点と弱点をまとめ、効果的に実施する方法を模索し、調査結果を基にグローバル人材
として必要な資質やスキルのフレームワークを作成する。 

2 年目にはエクスターンシップ 2019 を施行し参加学生からエクスターンシップ前後で以下の
データを収集する： 

(1) 学生の英語聴解力の向上を測るため、聴解テストを実施する。 
(2)専門の知識や機械構造・航空産業の現状と展望など専門の知識を得るための英語の語彙や

キーワードの習得度を測定する。 
(3) CEFL に基づいたルーブリックを用いて英語のプレゼンテーション能力を評価する。 
(4) エクスターンシップ経験について受講生に 30 分ぐらいのインタビューを行う。 
(5) 国内の研究学会にてまとめた結果について報告する。 
3 年目はエクスターンシップ 2019 で得たデータの分析を行い、どのようなスキルが向上した

かを同定する。 
(1) エクスターンシップの前後の聴解テスト・語彙テストを分析する。 
(2) 学生によるプレゼンテーションで使ったルーブリックの妥当性を検討し、修正する。 
(3)  インタビューで得られた参加学生の内省をコード化し、質的に分析する。 
(4) 上記(1)から(3)の結果をグローバル人材のスキルフレームワークに照らし合わせてエク

スターンシップの効果を検証する。 
 
 



４．研究成果 
令和元年度の達成目標はおおむね実施できたが、Covid-19 によるパンデミックの影響で、令

和 2 年 3 月に予定されていた研究発表にはウェブ上での参加となった。また、航空機製造企業の
実地調査をシアトルで行う予定で準備をしていたが、海外渡航の制限を受けて今年度はできな
い見通しとなっている。が、受け入れ先との連絡がスムーズに行えなかったため、実地調査を行
えなかった。また、4 月からのエクスターンシップも延期となり、オンラインを中心としたプロ
ジェクト活動をすることに変更した。それにより遠隔授業や遠隔共同プロジェクトでどのよう
に個人のプロジェクト遂行スキルと外国語運用スキルが使用されるかの検証を追加した。 
令和３年度の事前授業で得た遠隔活動の内容と、学習者に 360 度カメラや遠隔会議システム

等様々な ICT 機器の活用方法などに関して質問したインタビュー調査を データとして収集した
ので、それらを分析した。4 月からのエクスターンシップにて、遠隔活動において効果的に活動
を行うための カリキュラムと評価方法の作成を行った。 
令和４年度ではグローバル人材のスキルを判定するルーブリックをさらに精査し、実際に開

講されている授業にて試用した。令和４年度の授業では新型コロナウイルスの蔓延防止策とし
て、遠隔と対面によるハイブリッドの授業形式をとることとなった。そのため、ハイフレックス
授業でのプロジェクト遂行がエクスターンシップ参加経験にどのような影響を及ぼすかに関す
る調査も行った。令和４年度のボーイングエクスターンシップ学生を対象に、遠隔授業の経験に
関する振り返りを交え、エクスターンシップに参加した経験についてインタビューを行い、イン
タビューのデータからさらにコードを抽出し、それぞれのスキルを精査し改良を行った。表１に 
各授業の内容を示す。 
 

表１ 講義内容 

回 読解と単語指導 発表練習内容 
１分間英語スピーチの 

テーマ 

#1 

2/17 

CMO 導入 

 

プレゼンの基礎・ 

スライドデザイン 
「写真１枚の自己紹介」 

#2 

2/24 

CMO (1) 

単語クイズ１ 
ニーズ分析 「出身地の特徴」 

#3 

3/8 
CMO (2) 

様々なプレゼンのスタイルと

構造 
「会ってみたい人」 

#4 

3/14 

CMO (3) グラフと表の使い方 

「欲しい超能力」 
単語クイズ２ 

最終発表のアウトラインを提

出 

#5 

3/22 
CMO (4) プレゼンで使用する表現 「最高のプレゼント」 

#6 

3/29 
CMO (5) 最終発表のリハーサル --- 

#7 

4/4 

 

 

最終発表と質疑応答 

23 号館 323 室 
--- 
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